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Ⅳ 地域のまとまり、地域への愛着・誇り、地域への居住継続意識 

１ 地域のまとまり、地域への愛着・誇り、地域への居住継続意識との相関性 
地域のまとまり、地域への愛着・誇りを感じる意識、地域への居住継続意識は、県民のつながりとどのような関連ある 

か、ソーシャル・キャピタルの要素、居住年数等から見ていくことにする。 
ソーシャル・キャピタルの要素と関わる問いとして取り上げたのは以下のとおりである。 

・ネットワーク…問1(2)地域の人とのつながり、問1(3)地域の人との面識・交流、 
・信頼…問2(2)一般的な人への信頼 
・社会参加…問3(1)a地縁的な活動への参加、cボランティア・NPO・市民活動への参加 
   
（１）相関表より 

相関表で取り上げる問いは、ソーシャル・キャピタルの要素同士の相関性の問い及び、年代（年齢）、居住年数。 
相関表Ⅴ                                             【表１０４】 
  問1（2） 

地域との

付き合い 

問1（3） 
地域との

面識・交

流 

問2（2） 
一般的に

人は信頼

できるか 

問3（1） 
a 地縁的

な活動 

問3（1） 
ｃボラン

ティア・

NPO・市

民活動 

問4（1） 
地域のま

とまり 

問4（2） 
地域への

愛着誇り 

問4（3） 
地域への

居住継続

意識 

問5（2） 
年齢 

問5（5） 
居住年数 

問4（1） 
地域のま

とまり 

Pearson の

相関係数 
.352** .429** .282** .283** .134**  1 .540** .290** .149** .212** 

有意確率 
(両側) 

.000 .000 .000 .000 .000   .000 .000 .000 .000 

度数 850 850 844 837 831 855 852 848 854 845 

問4（2） 
地域への

愛着誇り 

Pearson の

相関係数 
.347** .373** .319** .281** .196** .540** 1 .509** .170** .276** 

有意確率 
(両側) 

.000 .000 .000 .000 .000 .000   .000 .000 .000 

度数 848 848 842 835 829 852 853 847 852 842 

問4（3） 
地域への

居住継続

意識 

Pearson の

相関係数 
.309** .255** .240** .241** .155** .290** .509** 1 .282** .278** 

有意確率 
(両側) 

.000 .000 .000 .000 .000 .000 .000   .000 .000 

度数 845 845 840 832 826 848 847 850 849 839 
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。 
*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。 
 相関係数より、地域のまとまり、地域への愛着・誇りでは、問1(3)が最も高い数値が現れており、問1(2)にも相関性が認

められる。したがって、地域のまとまりを感じる人、地域の愛着・誇りを感じる人は、地域の多くの人との面識・交流があ

るということ、続いて地域の人と深く付き合っていることと関係があることが想定できる。 
また、地域のまとまりと地域への愛着・誇りを感じる意識についても相関性が認められ、まとまりを感じている人は愛着

を感じていることがうかがえる。 
 地域への居住継続意識については、地域への愛着・誇りとの相関性が認められ、愛着・誇りを感じている人は、居住継続

意識も強いこともうかがえる。 
 また、年齢、居住年数では、地域への居住継続意識で年齢、居住年数双方との相関性が認められる。地域のまとまり、地

域への愛着・誇りとは、居住年数との関わりがあることがうかがえる。 
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（２）クロス集計より 
   ここでは、居住年数、及びソーシャル・キャピタルの要素と地域のまとまり、地域への愛着・誇りを感じる意識、地

域への居住継続意識との相関性を見ていくこととした。 
 
  ① 地域のまとまり、地域への愛着・誇り、地域への居住継続意識と居住年数 
   ア 地域のまとまりと居住年数                               【図１０５】   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11～20年は、地域のまとまりを「とても感じる」「多少感じる」と回答した割合の合計は、67.1%で、21～30年57.6%、

31～40 年 66.4%を上回っているが、概ね居住年数が長くなるにつれて、地域のまとまりをとても感じる、多少感じると

回答した割合は、高くなる傾向が見られ、51年以上は75.6%である。 
 
 
   イ 地域への愛着・誇りと居住年数                             【図１０６】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  地域への愛着を「とても感じる」「多少感じる」と回答した割合の合計は、居住年数が長いほど割合も高くなる傾向が見

られ、51年以上は89.0%である。 
 
 

13.0%

13.5%

19.6%

19.0%

21.5%

28.0%

45.1%

39.7%

55.1%

52.0%

55.6%

56.1%

59.8%

43.9%

39.7%

24.7%

25.0%

22.9%

21.5%

8.5%

11.0%

7.6%

6.7%

2.0%

2.6%

1.2%

1.5%

0.9%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年未満（n=131）

5～10年（n=89）

11～20年（n=204）

21～30年（n=153）

31～40年（n=107）

41～50年（n=82）

51年以上（n=82）

問4(2) 地域への愛着・誇り （居住年数）

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答

7.6%

6.7%

13.7%

10.5%

13.1%

14.6%

28.0%

35.1%

47.2%

53.4%

47.1%

53.3%

61.0%

47.6%

48.1%

39.3%

28.4%

38.6%

32.7%

20.7%

22.0%

9.2%

6.7%

3.4%

3.9%
0.9%

2.4%

2.4%

1.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年未満（n=131）

5～10年（n=89）

11～20年（n=204）

21～30年（n=153）

31～40年（n=107）

41～50年（n=82）

51年以上（n=82）

問4(1) 地域のまとまり （居住年数）

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答



56 
 

   ウ 地域への居住継続意識と居住年数                            【図１０７】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 概ね、居住年数が長くなるにつれて、地域への居住継続意識も強くなる傾向が見られが、「住み続けたい」「どちらかと

言えば住み続けたい」と回答した割合の合計が最も高かったのは 41～50 年で93.9%である。31～40 年が 90.7%、51 年

以上が90.2%と続き、いずれも9割以上である。 
 

② 地域のまとまり、地域への愛着・誇り、地域への居住継続意識とソーシャル・キャピタルの要素 
ここでは、ソーシャル・キャピタルの要素としては以下の問いとした。 

・ネットワーク …問1(3)地域の人との面識・交流   
・信頼 …問2(2)一般的な人への信頼   
・社会参加 …問3(1)a地縁的な活動への参加 

 
   ア ネットワークと地域のまとまり                             【図１０８】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「大半の人」と面識・交流があると回答した人で、地域のまとまりを「とても感じる」と回答した人の割合は38.1%で最

も高い。面識・交流が「ほとんどない」と回答した人で、地域のまとまり「全く感じない」と回答した人の割合は23.3%で

最も高い。面識・交流がある人ほど地域のまとまりを感じる割合が高い傾向が見られる。    

38.1%

16.0%

6.3%

1.7%

12.9%

48.6%

58.9%

45.9%

15.0%

48.4%

11.4%

23.0%

42.0%

60.0%

33.3%

1.1%

4.3%

23.3%

4.2%

1.9%
1.1%

1.4%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大半の人（n=105）

半分程度（n=282）

ごく少数（n=414）

ほとんどない（n=60）

全体（N=866）

問1(3)地域の人との面識・交流と問4(1)地域のまとまりクロス

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答

22.1%

37.1%

31.9%

43.8%

51.4%

70.7%

69.5%

51.9%

46.1%

50.0%

43.1%

39.3%

23.2%

20.7%

20.6%

13.5%

12.3%

10.5%

6.5%

4.9%

8.5%

4.6%

3.4%
2.9%

1.3%

2.8%

1.2%

1.2%

0.8%

2.9%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5年未満（n=131）

5～10年（n=89）

11～20年（n=204）

21～30年（n=153）

31～40年（n=107）

41～50年（n=82）

51年以上（n=82）

問4(3) 居住継続意識 （居住年数）

ア：住み続けたい イ：どちらかと言えば住み続けたい

ウ：どちらかと言えば住み続けたくない エ：住み続けたくない

無回答
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  イ 信頼と地域のまとまり                                 【図１０９】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一般的に人は「信頼できる」と感じていると回答した人は、地域のまとまりを「とても感じる」と回答した割合が、34.5%

で最も高い。一般的に人は「注意」するに越したことはないと感じていると回答した人は、地域のまとまりを「全く感じな

い」と回答した割合が17.0%で最も高い。一般的に人を信頼している人ほど、地域のまとまりを感じている傾向が見られる。 
 
 
   ウ 社会参加と地域のまとまり                              【図１１０】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
地縁的な活動をしていると回答した人は、地域のまとまりを「とても感じる」と回答した割合が16.3%で、地縁的な活動

をしていないと回答した人の7.3%を9.0ポイント上回っている。地縁的な活動をしている人の方が、していない人よりも地

域のまとまりを感じている傾向が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

34.5%

13.2%

6.4%

6.4%

12.9%

44.0%

54.5%

43.7%

42.6%

48.4%

18.1%

30.4%

41.6%

31.9%

33.3%

2.6%

1.4%

6.1%

17.0%

4.2%

0.9%
0.5%

2.1%

2.1%
1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

信頼できる（n=116）

どちらかと言えばできる

（n=365）

どちらかと言えば注意

（n=327）

注意（n=47）

全体（N=866）

問2(2)一般的な人への信頼と問4(1)地域のまとまりクロス

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答

16.3%

7.3%

12.9%

56.8%

35.6%

48.4%

24.6%

46.8%

33.3%

1.6%

8.5%

4.2%

0.8%

1.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地縁的な活動している

（n=516）

地縁的な活動していない

（n=331）

全体（N=866）

問3(1)ａ地縁的な活動への参加と問4(1)地域のまとまりクロス

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答
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エ ネットワークと地域への愛着・誇り                           【図１１１】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「大半の人」と面識・交流があると回答した人で、地域への愛着・誇りを「とても感じる」と回答した人の割合は53.3%

で最も高い。面識・交流が「ほとんどない」と回答した人で、地域への愛着・誇りを「全く感じない」と回答した割合が15.0%
で最も高い。面識・交流がある人ほど、地域への愛着・誇りを感じている傾向が見られる。 
 
 
   オ 信頼と地域への愛着・誇り                               【図１１２】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一般的に人は「信頼できる」と感じていると回答した人は、地域への愛着・誇りを「とても感じる」と回答した割合が45.7%
で最も高い。一般的に人は「注意」するに越したことはないと回答した人は、地域への愛着・誇りを「全く感じない」と回

答した割合が19.1%で最も高い。一般的に人を信頼している人ほど、地域への愛着・誇りを感じている傾向が見られる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

45.7%

20.8%

14.7%

12.8%

21.2%

44.8%

58.9%

47.7%

27.7%

51.2%

7.8%

18.6%

31.8%

36.2%

23.2%

0.9%

0.8%

3.7%

19.1%

2.9%

0.9%

0.8%

2.1%

4.3%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

信頼できる（n=116）

どちらかと言えばできる

（n=365）

どちらかと言えば注意

（n=327）

注意（n=47）

全体（N=866）

問2(2)一般的な人への信頼と問4(2)地域への愛着・誇りクロス

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答

53.3%

24.8%

12.6%

8.3%

21.2%

33.3%

59.9%

53.1%

28.3%

51.2%

11.4%

12.8%

29.5%

48.3%

23.2%

1.4%

2.9%

15.0%

2.9%

1.9%

1.1%

1.9%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大半の人（n=105）

半分程度（n=282）

ごく少数（n=414）

ほとんどない（n=60）

全体（N=866）

問1(3)地域の人との面識・交流と問4(2)地域への愛着・誇りクロス

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答
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   カ 社会参加と地域への愛着・誇り                             【図１１３】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地縁的な活動をしていると回答した人は、地域への愛着・誇りを「とても感じている」と回答した割合が、25.2%で、地

縁的な活動をしていないと回答した人よりも11.0ポイント上回っている。地縁的な活動をしている人の方が、していない人

よりも地域への愛着・誇りを感じている傾向が見られる。 
 
 
   キ ネットワークと居住継続意識                              【図１１４】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 面識・交流が「大半の人」とあると回答した人は、地域に「住み続けたい」と回答した割合は 56.2%、「半分程度」ある

と回答した人では51.8%である。面識・交流がある人ほど、居住継続意識が強くなる傾向が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

56.2%

51.8%

37.7%

13.3%

42.6%

35.2%

38.3%

43.7%

50.0%

41.5%

3.8%

7.1%

14.0%

26.7%

11.5%

1.9%

0.7%

2.9%

10.0%
2.5%

2.9%

2.1%

1.7%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大半の人（n=105）

半分程度（n=282）

ごく少数（n=414）

ほとんどない（n=60）

全体（N=866）

問1(3)地域の人との面識・交流と問4(3)居住継続意識クロス

ア：住み続けたい イ：どちらかと言えば住み続けたい
ウ：どちらかと言えば住み続けたくない エ：住み続けたくない
無回答

25.2%

14.2%

21.2%

55.0%

45.6%

51.2%

17.4%

32.6%

23.2%

1.2%

5.7%

2.9%

1.2%

1.8%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地縁的な活動している

（n=516）

地縁的な活動していない

（n=331）

全体（N=866）

問3(1)ａ地縁的な活動への参加と問4(2)地域への愛着・誇りクロス

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答



60 
 

   ク 信頼と居住継続意識                                  【図１１５】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一般的に人は「信頼できる」と回答した人は、地域に「住み続けたい」と回答した割合が62.1%である。一般的に人を信

頼している人は、居住継続意識が強くなる傾向が見られる。 
 
 
  ケ 社会参加と居住継続意識                                【図１１６】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地縁的な活動をしていると回答した人は、地域に「住み続けたい」と回答した割合は51.0%である。地縁的な活動をして

いないと回答した人の28.4%よりも、22.6ポイント上回っている。地縁的な活動をしている人は、していない人よりも居住

継続意識が高い傾向が見られる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

62.1%

46.0%

35.8%

19.1%

42.6%

31.0%

41.6%

45.3%

38.3%

41.5%

4.3%

9.9%

14.7%

19.1%

11.5%

1.7%

1.4%

1.8%

19.1%

2.5%

0.9%

1.1%

2.4%

4.3%
1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

信頼できる（n=116）

どちらかと言えばできる

（n=365）

どちらかと言えば注意

（n=327）

注意（n=47）

全体（N=866）

問2(2)一般的な人への信頼と問4(3)居住継続意識クロス

ア：住み続けたい イ：どちらかと言えば住み続けたい

ウ：どちらかと言えば住み続けたくない エ：住み続けたくない

無回答

51.0%

28.4%

42.6%

38.0%

48.6%

41.5%

7.9%

16.9%

11.5%

1.4%

4.2%

2.5%

1.7%

1.8%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地縁的な活動している

（n=516）

地縁的な活動していない

（n=331）

全体（N=866）

問3(1)ａ地縁的な活動への参加と問4(3)居住継続意識クロス

ア：住み続けたい イ：どちらかと言えば住み続けたい
ウ：どちらかと言えば住み続けたくない エ：住み続けたくない
無回答
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２ 地域のまとまり、地域への愛着・誇り、地域への居住継続意識同士の相関性 
（１） 地域のまとまり、地域への愛着・誇り、地域への居住継続意識同士の相関性  

① 地域のまとまりと地域への愛着・誇り                            【図１１７】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地域のまとまりを感じていると回答した人（まとまりを「とても感じる」と「多少感じる」の合計）は、地域への愛着・

誇りを「とても感じる」と回答した割合が、30.7%、地域のまとまりをあまり感じない・全く感じないと回答した人では6.5%
である。まとまりを感じている人ほど、地域への愛着・誇りを感じる割合が高い傾向が見られる。 
 

② 地域のまとまりと地域への居住継続意識                              【図１１８】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地域のまとまりを感じていると回答した人（まとまりを「とても感じる」と「多少感じる」の合計）は、地域に「住み続

けたい」と回答した割合が50.3%、地域のまとまりをあまり感じない・全く感じないと回答した人では31.2%である。まと

まりを感じている人ほど、地域への居住継続意識が高い傾向が見られる。 
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問4(1)地域のまとまりと問4(2)地域への愛着クロス

ア：とても感じる イ：多少感じる ウ：あまり感じない エ：全く感じない 無回答
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問4(1)地域のまとまりと問4(3)居住継続意識クロス

ア：住み続けたい イ：どちらかと言えば住み続けたい ウ：どちらかと言えば住み続けたくない
エ：住み続けたくない 無回答
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③ 地域への愛着・誇りと地域への居住継続意識                        【図１１９】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 地域への愛着・誇りを感じると回答した人（愛着・誇りを「とても感じる」と「多少感じる」の合計）は、地域に「住み

続けたい」と回答した割合が 53.0%で、地域のまとまりをあまり感じない・全く感じないと回答した人では 15.0%である。

地域への愛着・誇りを感じている人ほど、地域への居住継続意識が高い傾向がみられる。 
 
【図１１８】【図１１９】から、地域のまとまりを感じる・多少感じると地域への愛着・誇りをとても感じる・多少感じ

ると回答した人で、「住み続けたい」と回答した割合は、さほど違いはないが、地域のまとまりをあまり感じない・全く感じ

ないと回答した人で「住み続けたい」と回答した人の割合は31.2%、愛着・誇りをあまり感じない・全く感じないと回答し

た人で「住み続けたい」と感じている人は15.0%と2倍の開きがある。このことから、地域への愛着・誇りを感じない人は、

まとまりを感じない人よりも、居住継続意識が低くなる傾向があると想定できる。つまり、地域のまとまりよりも、地域へ

の愛着・誇りを感じないと居住継続意識につながりにくいものと思われる。 
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問4(2)地域への愛着・誇りと問4(3)居住継続意識クロス

ア：住み続けたい イ：どちらかと言えば住み続けたい
ウ：どちらかと言えば住み続けたくない エ：住み続けたくない
無回答
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３ 地域のまとまり、地域への愛着・誇り、地域への居住継続意識との相関性から見えてきたもの 

（１） ソーシャル・キャピタルの要素との相関性 

① ネットワークとの相関 

ア 地域の人との面識・交流がある人ほど、地域のまとまりを強く感じる傾向が見られる。 

イ 地域の人との面識・交流がある人ほど、地域への愛着・誇りを強く感じる傾向が見られる。 

ウ 地域の人との面識・交流がある人ほど、地域への居住継続意識が強くなる傾向が見られる。 

 

② 信頼との相関 

ア 一般的に人は信頼できると思っている人ほど、地域のまとまりを強く感じる傾向が見られる。 

イ 一般的に人を信頼できると思っている人ほど、地域への愛着・誇りを強く感じる傾向が見られる。 

ウ 一般的に人を信頼できると思っている人ほど、地域への居住継続意識が強くなる傾向が見られる。 

 

③ 社会参加との相関 

ア 地縁的な活動をしている人の方が、していない人よりも地域のまとまりを強く感じる傾向が見られる。 

イ 地縁的な活動をしている人の方が、していない人よりも地域への愛着・誇りを強く感じる傾向が見られる。 

ウ 地縁的な活動をしている人の方が、していない人よりも地域への居住継続意識が強くなる傾向が見られる。 

 

（２） 居住年数との相関性 

  ① 居住年数が長いほど、地域のまとまりを強く感じる傾向が見られる。 

 

② 居住年数が長いほど、地域への愛着・誇りを強く感じる傾向が見られる。 

 

③ 居住年数が長いほど、地域への居住継続意識が強くなる傾向が見られる。 

 

（３）地域のまとまり、地域への愛着・誇り、地域への居住継続意識同士の相関性 

① 地域のまとまりを感じている人ほど、地域への愛着・誇りを感じる意識も高くなる傾向が見られる。 

 

② 地域のまとまりを感じている人ほど、地域への居住継続意識が強くなる傾向が見られる。 

 

③ 地域への愛着・誇りを感じている人ほど、地域への居住継続意識が強くなる傾向が見られる。 

 

④ 地域のまとまりよりも、地域への愛着・誇りを感じることの方が、地域への居住継続意識に影響する傾向が見られ 

る。 

 


